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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
定

論文 社会的 害 限局的 的行動 特

自閉症 害 脆つ図じ囲ぜ定満た刺続図三つぜ定）じ囲ぞ三正刺三 脆満） 者

体験 特 い 検討 目的 体験 激 知

生起 一過性 愉悦 情動体験 あ 義 貫定「008

体験 者 関 良好 機能 情動 あ 達三遷悪刺と定 貢定 脆三ぞそ貫定

「00柳 知 い 脆満） 者 体験 い 扱 研究 型

却とたじ続遷悪悪と定 ）刺不刺悪ぞたじそざ 却） 者 脆満） 者 体験 喚起

知処理過程 異 湿刺正正と定刺図定遷悪普貫定「00「 体験 喚起 知処

理過程 異 脆満） 者 社会的 害 背 あ 湿ぞ囲だ不じ囲図貫定

「01「 指摘 い 脆満） 者 体験 特 明

学術的 臨床的 意義 あ 考え 脆満） 者 体験

喚起 知処理過程 異 う 要因 生 い 十
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明 い い 論文 構 脆満） 者 体験 喚起

知処理過程 特 明 定

第 部 研究 問題 所在 目的 脆満） 者 体験 特

検討 問題 所在 目的 い 第 1 章 第 「 章 第 」 章 述

体的 第1章 い 脆満） う 害特 い 後

脆満） 者 体験 彼 彼女 状態像 う 関連 置 い 述

第 「 章 い 体験 喚起 知処理過程 焦 当 脆満）

者 体験 扱 行研究 知処理過程 各 知処理 わ 構造的 適合

評価 や 知 激 精緻 意味性 評価 い 理

後 脆満） 者 各 知処理 検討課題 い 述 第 」 章 第 「 章 明

検討課題 い 研究 目的 述 定

定 第 部 自閉症 害者 体験 関 特 検討

第 部 指摘 課題 検証 第 柳 章 第 柴 章 第 【 章 第 】 章 い

行 定

定 第 柳 章 体験 喚起 一 的処理 あ 構造的 適合 評価

注目 構造的 適合 評価 激 構 要素 組 合わ や

一般的知識や常識 構造的 適合 理解 あ 義 伊藤貫定「010

章 脆満） 者 却） 者 比 激 因果関 理解 必要 概

念 構造的 適合 評価 困 あ 傾向 あ 脆満） 者 い 概念

激 因果関 理解 要 構造的 適合 間

体験 強 い 見 い 明 定

定 第 柴 章 体験 強 増幅 的処理 あ や 知

激 精緻 注目 や 知 激 構造

的 適合 生 原因 推測 あ 義 伊藤貫定「010 激 精緻

激 状況 後 展開や 激 状況 場 人物 心

情 激 関連 様々 連想 行う 義 貫定「008

章 脆満） 者 い 構造的 適合 原因 示 手 情報 や

知 や 激 精緻 影響 え い 脆満） 者 い 激 精緻

体験 強 影響 え 脆満） 者 激 精緻 い

激 後 展開や 激 物 特 関 連想 行う いう特

明 定

定 第 【 章 第 】 章 い 体験 減 意味性 評価 注目 意

味性 評価 体験 個人 激 要 意味 価値

持 う 関 理解 あ 義 伊藤貫定 「011 章 脆満） 者

い 意味性 弱 評価 体験 減 脆満） 者 却） 者

意味性 評価 行う 理 異 明 定

定 最後 第 部 研究 総 第 部 明 結果 え 脆満） 者

体験 関 特 い 総 行 体的 第 8 章 い 第 部 明
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脆満） 者 体験 知処理過程 特 うえ 特 脆満） 者

体験 共 や社会的 う 影響 え

い 述 脆満） 者 体験 共 関 臨床的支援 方向性

い 第 部 明 知見 い 述 定

定 最後 第 重 章 論文 意義 改 述 論文 後 課題 脆満）

者 体験 関 後 研究 展望 い 述 定

定

定

< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
定

精 学会 精 疾患 診 統計 ）満２責柴 自閉症

害 的特 持 相互的 社会的 や対人的相

互 応 害 あ 指摘 一 例 興味 情動

感情 共 少 い 研究 いう興味や情動 感情

共 関 問題 一連 心理学的実験 通 検討 あ 定

自閉症 害者 害 関 国 外

様々 観 多数 研究 行わ い 体験 いう観 研究 国

的 極 少数 あ 研究 い 自閉症 害者

体験 関 外 行研究 細 析 行 い 結果 型 者 自閉症

害者 体験 喚起 知処理過程 異

後者 社会的 害 背 あ 仮 い

観 研究 行う意義 極 大 い 見出 い 一方 う 差異

要因 い 明 い い 指摘 い 指

摘 後 国 外 研究 喚起 端緒 評価 あ う 定

研究 体験 喚起 知処理過程 一 的処理 構造的 適合 評

価 的処理 や 知 激 精緻 的処理 意味

性 評価 理 型 者 比較研究 自閉症 害者

知処理過程 い 多 特 見出 い 体的 構造的 適合

評価 関連 特 「 や 知 激 精緻 関連 柳 意

味性 評価 関連 特 柳 あ う 多 特 見出 学術

的意義 極 大 い 評価 知見 体験 研究 限

側面 情動 共 問題 解明 社会的 や対人的相互 応

支援 期待 定

一方 研究 自閉症 害者 型 者 青 期 あ 人 主

対象 い 自閉症 害者 い 頃 始 う

経過 経 者 言動や 象 感 う いう 的観

検討 着手 あ 体験 蓄積 者 関 性や
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う 影響 あ い 肯 的変 いう 検討 行う

求 回 実験研究 果 い 案 臨床的支援 体的方法

効性 確 い 必要 あ う 残 課題 あ 研

究 学 対 献 わ 大 あ 定

論文 博士 教育学 学 論文 合格 定


